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エンジンエレクトリカル

〔1〕始動裝置 国準備品

サーキットテスタ 電圧，導通のチヱック

計器
ノギス 寸法の測定

ダイヤルゲージ公マグネチックスタンド 振れ等のチェック

ばねばかり 荷重の測定

油脂 グリース 摺動部の給油

その他 #500または#600 サンドペーハ。 表面の什卜げ

国仕様

メーカ名 日立製 三菱電機製

メーカー品番 3114-435 以2丁3 7281 2581

公称電圧 12又 12又 ^—

公称出力 〇. 65炚 0.651^| 〇. 75.

回転方向（ピニオン側から見て） 左 左 —

ピニオン歯数 8枚 8 (—

全長 211.5111111 204 209

ヨーク外径 ^690〇1111 090

重量 3.5岐 3,2^ 3.6

無負荷時

電 圧. 11.5又 <

電 流し-个秦レ-.酬為、一

40八以下 53八以下

回転数 50011)111以下 700011)111以上 60001叩!以上

マグネットクラツチ
マグネットクラッチ

1 ノトーシヨンスプリング

シフトレバー

ダストカバ—

ピニオン八怒丫

ピニオン六53 丫
アーマチユアヨーク（水抜き穴)

5 7-122 巧. 5 7-123
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国構成部品
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エンジンエレクトリカル——始動装置

國トラブルシューティング

しスタータが回らない )

--------診断内容------------------------------------------------- -------- 不具合現象----------------------------------------------

電源，インヒビタ5界，ハーネス，スタータの点 スタータが回らない。

検。

点検手順

インヒビタ5…
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エンジンエレクトリカル——始動装置

マグネット5西の供給電圧の点検

I

円6. 5

① マグネット5界の3端子外し。

② イグニッション3界を〇の状態で8端子（ノ、ーネス側）の電 

圧を測定。なお圮〇又丁車はインヒビタ3…も？またはとする 

こと。

基準値 バッテリ電圧

0^ N6

スタータ単体の点検，修理

巧. 6

①スタータを外し，図のように8端子にバッテリを接続し，3端 

子にハへソテリを接続したとき，スタータが回転するかどうか点

検する 〇

回転する—〇尺—バッテリ点検 

回転しない—N0—②へ

②回転しない場合，ピニオンが指で軽く回転することを確認の 

上，IV[端子にバッテリを接続し，回転するかどうか点検する。 

回転する—マグネット3界の故障 

回転しない—スタータモータの故障

3 電源電圧の点検
霜

F\^1

40八 60八 30八い0八

N0. 1 N0.2 N0.3 I N0.4
(£01) |(ルーフ）

①イグニッション5界を〇1^1の状態で，,]60八ヒューズへの電 

压およびヒューズの導通を点検する

基準値 バッテリ電圧

0^ N6 バッテリ〜ヒューズの点検.交換
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エンジンエレクトリカル------ 始動装置

4 インヒビタ5西の点検

"ィンヒビタ3界のコネクタを外し，セレクトレバーを移動し，導 

通を点検する。

基準値
匕问 導通あり

110,03 導通なし

9 -10端子間の導通点検

^2.8

0^囝へ N6 インヒビタ57/の修理または交換

5 ワイヤリングハーネス等の点検

可/ド為

-次のワイヤリングハーネス間の導通.短絡について点検する。 

⑴バッテリ〜]

⑵皿/已〜イグニシヨン3…

⑶イグニシヨン3界〜インヒビタ3界出0又丁車のみ）〜スター 

タマグネット3界 

⑷スタータ〜ボデーアース

く注記〉

，詳細については電気配線図集を参照のこと。
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エンジンエレクトリカル 始動装置

整備要領 鲁 スタータ

脱着

⑴バッテリケーブルの㊀側を外す。

注意

スタータをはずす時は必ずアースケーブルを外す。 

スタータには，常にバッテリ電圧がかかっているの 

で，ショートの危険がある。

アースケーフル

「12.10

(2) スタータのマグネットスイッチから，ノヽ'ソテリケ 

ーブルおよびターミナルハーネスを外す。

(3) スタータ取付ボルトを外し，トランスミッション 

よりスタータを外す。

^2.11 ボルト（ 2ケ所)
5 7 -150

く取付け〉

取外しの逆手順で行う 〇

ブラシホルダの断線点検

ブラシホルダの㊉側とブラシホルダの㊀側間の導通 

テストを点検する。

ブラシホルダ 
のべース

ブラシホルダ
テスタ

ド16.12

ブラシの点検

ブラシ長さを測定し，限度値以下に摩耗している場 

合は交換する。

日立製公三菱製

〇. 65^^

標準値！11111 14.0

限度値削！’ 11.0

ノギス

「セ.13
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エンジンエレクトリカル——始動装置

アーマチュアの点検

籲 アーマチュアの摩耗，損傷を点検する。

日立製公三菱製

コンミュテータの外径 33 麵 
(32)―

コンミュテータの振れ 0.05
(0.08)碰

マイカの深さ 0.5〜0.8
(〇 2)胃

()内は限度を示す

[-V 醇^^
コ---------- 金鋸 -------- 金銀

0.5〜0.8圆

絶縁物

ド也14
不良 良

—オーバランニンググラッチの点検--------------

奢ピニオンを手で廻し両方向へ空転するもの，または 

両方向共空転しないものは交換する。

回転方向 左回転

軸方向 スムーズに動くこと

「も15

242

マグネット5西の点検

(1)ホールディングコイルの導通点検

籲 8端子とスイッチボデー間の導通を点検する

(2)プルインコイルの導通点検

- 3端子と旭端子間の導通を点検する。

プルインコイル

F\^

3端子

5端子

ホールデイングコイル



エンジンエレクトリカル------始動装置

——ロータの点検------------------------------------------------

(1)スリップリング間に導通があることを点検する。 

⑵スリッフ。リングとロータ間およびスリップリング 

とロータシャフト間に導通がないことを点検する。

ロータ
スリップリング

「1.6.19

⑶スリップリングの汚れやあれを点検，修正する場 

合は目の細かいサンドペーパー（#300〜500)で行う。

スリップリングの外径が新品より0.4111111減少するま 

で可能。

------- フフンの点検--------------

(1)ブラシの長さを測定する。

メーカ 
基準値^^ 三菱 日立

標準値111111 12.5 12.5

限度値111111 5.5 5.5

⑵限度値以下に摩耗している場合は，ブラシ八33丫 

を交換する。
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エンジンエレクトリカル——充電装置

〔2〕充電装置 國準備品

工具

— はんだごて ステータコイルとレクチファイヤの分離

01.5〜2 X 30 ~ 40111111 ピン ロータ組付時のブラシ固定用

— サーキットテスタ 電圧，導通のチヱック

計器

— ノギス 寸法の測定

— ばねばかり 荷重の測定

ベルトテンシヨンゲージ ベルトの張力の点検

油月旨 — グリース 摺動部の給油

その他 #500または#600 サンドペーパ 表面の什卜げ

国仕様

^へ、〜 仕様
項目 碰車 30車

メーカ 三菱電機 日本電装 日本電装

レギュレータ型式 10式内蔵 ^—

ハへソテリ電圧 12又

呼称出力 12又45八 12又50八

アース極性 ㊀アース <7— —

回転方向（プーリ側から見て〉 右 <— 4—

定格回転数 500011)111 <— ^—

13.5マ時回転数 11501^)1X1以下 10201^)111以下 1200卬111以下

調整電压 14,5±01 14.5土().5

プーリ有効径 65於 52.5

出力電流 5000 — 43八以上 5000 — 50八以上‘

重 量 3.6 3.2 3.9
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エンジンエレクトリカル——充電装置

国構成部品
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エンジンエレクトリカル——充電装置

I整備要領，オルタネータ 

----------脱着--------------------------------------------------------------------

く取外し〉

(1) バッテリ㊀端子を外す。

(2) トラップドアを外す。

(3) オルタネータのカプラ（2極コネクタ）とバッテリ 

端子を外す。

(4) ベルト張力調整用ボルトをゆるめベルトを外す。

(5) スルーボルトを外し，オルタネータを取出す。

ベルト調整ボルト オルタべルト

1—1,6^-111

「12.25 57-141

く取付け〉

⑴オルタネータを取付け，スルーボルトを揷入する0 

⑵ベルトを取付け，張力を調整する（エンジン編参照 

のこと）。

く参考〉

#基準値 単位111111八〇1^

新品の場合 継続の場合

馳車 9〜11 11〜13

NA-A/¢：付 5〜6 6〜7

50車 7〜8 7〜9
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エンジンエレクトリカル——充電装置

’’ 分解0組义て---------------- -------------------------

く分解〉

⑴スルーボルト（3本）を外す。

⑵エンドフレームとステータを分解する。

鲁㊀ドライバ(大）を切り欠き部に入れて外す。

ドライバをあまり中に入れるとステータコイルにキ 

ズが付くので注意すること。

⑶エンドフレーム八33丫の分解 

0プーリのロックナットを外す。

-ボールべアリングの固定用スクリュを取外す。

以27

⑷リヤエンドフレームの分解

^レクチファイヤホルダの取付けナットを外しフレ 

ームを分離する。

#ステータリード線をレクチフアイヤから取外す。

く組立て〉

組立ては分解の逆順序で行う。

#ブラシを組付けるときは，ブラシホルダより12.5刪 

出した状態で組付ける。

，ロータを組付けるときは，ブラシとブラシホルダを 

支えてから行うこと。

注意

ブラシを支えてから行わないとロータが組付かない 

し，ブラシを破損するので注意のこと。

ドは.23

闩も28
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エンジンエレクトリカル——充電装置

〔3〕点火装置国準備品

工具 2面巾：1601111 スパークプラグレンチ スパークプラグの交換

計器 — サーキットテスタ 導通，電圧，抵抗値のチヱック

国仕様（イグニッシヨンコイル)

<5(：車〉

国構成部品

ヨンコイル

57 -200

ハイラ

スパークプラ

イグニッシヨンコイル

デイストリビュータ

「1も30

仕様
項目

基準値（ポイント式）

メーカ 日立製

型式 01^1丁一221

バッテリ電压 12从

一次コイル抵抗 0.90 土 10%

二次コイル抵抗 10X0 土 20%

雑防コンデンサ 0メ7；^土10%

重量 800&

〈馳車〉
こ^^仕様
項目 ^

基準値（ポィント式）

メーカ ダイヤモンド電機

型式 孖607 — 01尺

バッテリ電压 12从

一次コイル抵抗 1，2±10%

二次コイル抵抗 26.0X0 土 15%

外付抵抗 1.70

雑防コンデンサ 0』5ぜ
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エンジンエレクトリカル 点火装置

整備要領（1)イグニッシヨンコイル⑺八）(2)イグニッションコイル（50)

脱着，点検

(1) バッテリの㊀端子を外す。

(2) ハイテンションコードを外す。

(3) ボデーハーネスとコネクタを分離する。

⑷イグニッシヨンコイルの取付ボルト奋外す

脱着〃点検

〇

(1) バッテリの㊀端子を外す。

(2) ハイテンションコードを外す。

⑶ボデーハーネスとコネクタを分離する。

⑷イグニッシヨンコイルの取付ボルトを外す。

イグニッシヨンコイル 外付抵抗

「略31

⑸各端子間の抵抗値を測定する。

5 7-137

基準値

八一8端子間 1.2(0)

八一2次端子間 26.0(^)

「は.32

⑸各端子間の抵抗値を測定する。

5 7-135

基準値

八一8端子間 0.9⑼

八一2次端子間 10(X0)

キイースイツチへ〇
外付抵抗（十丨

Iム

一次コイル

デイストリビュータ
ポイントへ〇

8

一）

二次コイル

デイストリ
〇ビュータへ

パワートランジスタイグニシヨンコイル

電源 
剛信号

1〇丁信号

-0

内)眛ソエナータ1匀一卜(

巧\
〇 〇〇

^高圧端子

アース令 内蔵ツエナーダイオード

厂12.33

アース イグニッシヨンパレス

電源 10丁信号
汩〇リ）

5 7-129
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エンジンエレクトリカル——点火装置

(3)デイストリビュータ

脱着，点検

⑴ハイテンションコード（5本）を抜く

(2) バキュームホースを抜く。

(3) デイストリビュータ本体の固定ボルトを外す

取付けは取外しの逆順序で行う 0

デイストリビュータ側シャフトとカムシャフトの切 

欠きを合せて，組付けること。

0.65は-:01

闩ふ34

〈仕様〉

5 7-139

仕様
項目、、へ、 财車

メーカ 三菱電機 日本電装

回転方向 かヾナ側より見て左 ^—

点火間隙 -卯。土 15。

ポイントギャップ 0.45〜0,55麵 0.45〜0.50腿

コンデンサ容量 0,27；^土10% 0』5バド±10%

仕樣
項目 、、、一 30車

メ ー カ 日立製

メーカ型式 0 4 589 —01電子直角

回転方向 キャップ側より見て左

エアギャップ 〇. 2丽以上

分 角 卯。土 10

デイスビ回転 4000卬111以下

重 量 8002

配電順序. 1 一3 — 4 一 2

(4)ハイテンションコード

点検

⑴亀裂，ゆるみ，損傷等について各部を点検する 

⑵各コードの抵抗値を測定する。

ド12.35 5 7-134

周囲温度により抵抗値は異なる

判定基準 （温度20で)

基準値

コード名

馳車 50車

抵抗(让〇) 抵抗(让0〉

#1コード 6.1-11.3 5.0-9.4

# 2コード 5.5〜10.2 4.5 — 8.3

# 3コード 5.4-10.0 3.9-7.3

# 4コード 4.4〜8.1 3.0-5.5

「12.38 5 7-152

250



(5)スパークプラグ

-------- 脱着.点検---------------------- --

(1) バッテリ㊀端子を外す。

(2) リヤバンパを開ける。

⑶ハイテンションコードを抜く。

(4)プラグレンチ（車載工具）で外す。

#4 #3 #2 #1
「1^.37 3 7-140

項目

種 メーカー装着プラグ

馳車 50車

型 N01(： 2卩尺6 0(青色） ^—

式 X 0 1(201)1^—511(黒色）

内部抵抗値 3.0〜7.5X0 <—

ギヤ ツ ノ^、01111) 1.1-^.1

重 且里 452

^^38 5 7—136



〔1〕 ワイヤリングハーネスレイアウト

リヤハーネス

インパネハーネス

フロントハーネス

ルーフコー

リヤハーネス

インパネハーネス

フロントハーネス

^8-39

エンジンハーネス
リヤゲートコード

ルーフコード

エンジンハーネス

リヤコンビコード

ミツシヨンコー

リヤコンビコード

ニッシヨンコード

3 7 -001

252



ボデーエレクトリカル 丑01)，リレーレイアウト

〔2〕 [〇リ，リレーレイアウト

籲
各種システムのコントロールユニットおよび主要なリレーのロケーションを以下に示す 

合理的な配線と防水品質を考慮してコントロールユニット冚1\1？丨，五〇ン丁）の取付位置を設定した,

くトラック〉

①

57 -002

「18.40

くトライ，バン〉

③④⑤

ま

〇

ド
デ'十 | 11( |

ベハ
卜4

！

II II

闩を41 5 7 -003
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ボデーエレクトリカル------- ど〇じ，リレーレイアウト

①、②

ターンハザード 
ュニット ワイパ丨町ュ

「も42

ツト
57-004 

5 7 -004

⑨
クーリングフアンユニット

ドぼ.46 5 7 -008

@ メーンリレー

フューエルポンプリレー
(バン、トライ）

「12.511 5 7-011

③、④、⑤ ⑩、⑪
巳⑺丁ユニット

⑮

リレー

(4*0,デフロック，フリーアクスル）^

「セ.43 57 -005 円る47
シフトロツクユニッ

5 7 -009

[训3!ユニット（バン、トライ）|

「12.51 5 7-011

⑦ 八/〇コントロールユニッ ⑫
フユーエルポンプリレ1一

⑯

メムンリレー（トラック）
「12.44 57 -006 闩2.48 5 7-010

リヤワイパユニット（バン、トライ）

ド12.52 5 7-012

⑧ ⑬ ⑰

711011

ドアロックタイマ
ユニット（トラック） サンサンルーフユニツ

ド18.45 57 -007 ド12.49 5 7,010 ドセ.53 57-013
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ボデーエレクトリカル——バッテリ

〔3〕 ツテ

バッテリは2型式とし，一般向と寒冷地向および4界0車用で区分けしている。

項 巨 一般向 -寒冷地向 
- 4界〇車

型 式 26317し 38820乙
電 圧 12マ 12ソ

容量八11(59尺） 21八11 28八11

電解液比重(20°¢：) 1，280 1，280

バツテリ（バン，トライ）
ノマツテリ（トラック）

「18.54 5 7-015 ^6.55 5 7-016
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ボデーエレクトリカル ヒューズ

〔4〕 ヒューズ
ヒューズ回路

〈メーンヒューズボックス〉

(3.0)
N0. 1

40八 
(30八)

N0.2 60八

№.3 30八

N0.4
ラィン) 30八

5.0
㈧

2.0
㈧

2,0
V

バツテリ

1 5 3 4 5
20八 15八 15八 15八

一—、卜了口
ツ
ク

，、

ホ才ツガ

メタ

ふ丨
1ン

エ
ン
ジ
ン

10八
(スヘァ）

6 7 8 9 10 II
15八 15八 15八 10八 10八 10八

フ ハル スホ へ
，ソ

へ
^ツ

7 レ 1
--、

ド

ン ドム ブン ル ノ
フ

ノ
フ

1？ 1？ 14 |5 15 17
15八 15八 15八 15八 15八 20八

夕丁 一.

1

% #

才

1
イ
バ

1

ヒ
1

夕

ヒューズボックス

N0. I 40八（トラック30八）

№.2 60八

イグニッシヨンスイッチ

№.3 30八

№.4 30八

№.10
10八

0.85

N0.11
10八

只し

0.85

ッドランプし㈠

N0.9
10八

只

0.85

ッドランプ％!

N0.8 1丨5ハ

只8

0.5

クリアランスランプ，テールランプ，イルミネーション, 
ヒームパイロット

0？フユ

15八

尺丫

0.5

ストップランプ，ホーン

フォグランプ

№.7
15八

0.5

〇卩フューズ

20八卜

㈧
0.85

ルームランプ，ハザードランプ，デジダルクロック 
ET只バックアップ，シフトロック

〇.
20八

奴6

1.25

ェアコ

(已^1円，トライ，ハイカスタム）

集中ドアロック

N0.6 15八
0.85
8ボ

ラジェータフアン，エンジンルームフアン

(上記以外) 
N0.6 15八 〇,

№.16
15八

0.5

ラジェータフアン

ドワイパ，尺ワイパ，シフトロック

N0.15
15八

0.85

N0.17
20八卜

し已

0.85.

シガライタ，ラジオ,ワーキングランプ

№.14
15八

し6

0.85

「ヒータブロア，エアコン制御系

只ヒータブロア，コンセン

№.3
15八

0.5

N0. 4
15八

已8 

1.25

ターンランプ，メーター，バックアップランプ

№.2 ィ丨5八

已㈨

0.85

シフトロック，オルタネータ，イグニッシヨンコイル(似） 
フューエルポンプ（⑽乂スローカツトバルブ，4〜0システム

只デフォッガ

№.13
15八

1.25

N0.12 15八|

抓

1.25

已，1 メーン電源，フユーエルボンフ⑻卩1)

乳
丨イグナイタ，インジェクシヨン，6(:VI

5/8(サーキットブレーカ)
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ボデーエレクトリカル-------イグニッシヨンスイッチ

〔 5〕イグニッシヨンスイッチ國準備品

工具 ピン イダニッシヨン5界とステアリングロッ 
ク本体の分離

計器 サーキットテスタ 電压，導通のチヱック

国構成部品
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ボデーエレクトリカル-------イグニッシヨンスイッチ

國整備要領

一ーキーシリンダの脱着--------- -----------------------

く取外い

(1) バッテリケーブル(㊀側）を外す

(2) ステアリングロアカバーを外す（タッピングスク

ーリュ4ケ所）

ロアカバー

円8.58 5 7-066

(3)ハーネスコネクタを分離し，ゴムキャップおよび 

シリンダー本体の取付ネジ部を緩める。

ネジ部ゆるめる キャップ

⑷イグニッシヨン八55^を取外す。

------ 点検-------------------------------- ^---------

(1)バッテリケーブル(㊀側）を外す 

⑵ステアリングロアカバーを外す 

(3)イグニッシヨン3界のコネクタを外す

スイッチの接続構成表

ー位置 
端子名\\ 八〇〇

6 - ？ ？

10

八。。 (: 0

0「ド

ド12.61 5 7 -823

^2.60 

く取付け〉

取外しの逆手順で行う

5 7 -088

コネクタ

ド16.62 57 -063
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ボデーエレクトリカル-------コンビネーションメータ

〔6〕コンビネーションメータ國準備品

工具 ピン イグニッシヨン5界とステアリングロッ 

ク本体の分離

計器 サーキットテスタ 電压，導通のチェック

部品配置図

くトラック〉

くバン.トライ〉
コンビネーションメータ 

(車速センサ内蒇）

ボックス
フロントドア洲⑻

フューエルメータ 
ユニット

フューエルランプ 
4メータユニット

フロントドア3陳)

メーンヒューズ リアドア撕（し)

「12.64 57 -003
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ボデーエレクトリカル-------コンビネーションメータ

国構成部品

図形モニタ

過給圧表示灯

クラッチテンプ
警告灯

燃料計

チェックエンジン
警告灯 速行距離計速度計 ハイビーム エンジン回転計

E〇VTインジケータ

エンジン水温計 排気温警告灯

ブレーキ警告灯

ドセ.65
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ボデーエレクトリカルーコンビネーションメータ
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ボデーエレクトリカル-------コンビネーションメータ

タコメータ付

バルブ

プレートサブ八55丫

プレートサブ八35丫 
㈣丁）

スピードメータ

フューエル4 
テンプメータ

ブレートサブ八55丫 
(排気温）

タコメータ

ウインドウ 
プレート

ガラス

ノブ

闩2.67
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ボデーエレクトリカルーコンビネーションメータ

コネクタ配列

くタコメータ無〉 くタコメータ付〉

22？コネクタ

22？コネクタ

8？コネクタ 丘〇^コネクタ 8？コネクタ

22卩コネクタ
22？コネクタ

8？コネクタ
①②⑧④⑤⑥ ⑦
？卩~ 0 〇5空イグニッション㊉

ド12.68
巳〇乂丁コネクタ

8卩コネクタ
①②③④⑤
？尺问0 〇5

已(:ソ丁コネクタ

⑧⑦
空イグニッシヨン㊉

接続 先 接続 先

〇. 22卩コネクタ N0. 22卩コネクタ N0. 8卩コネクタ N0. 22卩コネクタ N0. 22卩コネクタ N0. 8卩コネクタ

1 只琢〇 01" 4界0 12 チャー' ジ、 23 排氕温矜吿 I 允 12 排気温箐告 23 ブレーキ

2 ターンシグ十ルII 13 ブレーキ 24 リヤデフォッガ 2 允 13 允 24 チャージ

3 ¢N0 14 パークブレーキ 25 過給圧表示 3 (>N0 14 允 25 リード，

4 15 把 26 4 ィルミ㊉ 15 イグニツシヨン㊉ 26 リヤデフオッガ

5 允 16 イグニッション㊉ 27 允 5 允 16 把 27 エンジン水温

6 イルミ㊉ 17 空 28 リード5界 6 允 17 允 28 クラッチテンプ

7 ターンシグナル乙 18 7*0 29 エンジン水溫 7 ハイビーム㊉ 18 100(タコ） 29 フユ——エノレ

8 允 19 チェックエンジン 30 フユーみノレ 8 允 19 チェックエンジン 30

9 允 20 クラッチテンプ 9 ハイビーム㊀ 20 エンジン油压

10 允 21 ハイビーム㊉ 10 允 21 過給压表示

II エンジン油压. 22 ハイビーム㊀ 11 ターンシグナルII 22 ターンシダナル1
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ボデーエレクトリカル-------コンビネーションメータ

4^
4^

@ @ @ @@@@ @@@ 〇)

く注〉聚1チャージ用 崁3已(：ソ丁ィンジケータ用

糸2排気温警告断芯チヱック用欲4ど(:VIインジケータ用

回路図（タコメータ無)

@ @ 含@(^)@@@@〇〇@ @ @000^0

く注〉來1チャージ用 糸3ハンドブレーキ用

兹2排気温警告断芯チヱック用浓4迟0ソ丁ィンジケータ卩”用

回路図（タコメータ付)

フューエル 
メータ 

回路

水温計 
回路

フューエル 
メータ 

回路

0
夕ケジ

#
1

50

00

0

(？)

0-0.

0-

0.

7
1
；
。̂

-
>

+7
卜
‘4-(1

、(^)
二へ 

V

一
^
、̂
ふ
，\

丨̂
0
 

0
 

0
-  

〇
.

@
,

4
」兹

^
0
 

0
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〇
 

&I
肜
撇
！1
1

^1〇
'

ム
㈠4

0

务
丨
ム
ト：〇
气；

り
如
難
1+!!
菊
〇

八
1：，\

1，\
4
交&
邮
撕
：\

帝参〇

—4

&
如
難
卜
，\
|^
 

水4

心へ
〇

0
夕Iケジ

/

4
^

@0.

0
00

@
マ
、
十

0：
4
如
ぺ
ふ
，\

丨へ

&
<
0

&
116

麻
0

玄
〇1

一
^

&1
1161
瓶0

玄
マ〇

,

@1

？邮
謙
澳

+

 —
1

&
吃
漱
1+!
鈕
阐

&
邮 11

，\
：，\ 1

屮
丨
上
/
:
^
气；

3

I 
&

&
邶
顯
頰
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绽
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ボデーエレクトリカル コンビネーシヨンメータ

整備要領

脱

く取外し〉

⑴バッテリ㊀端子を外す 〇

(2)ステアリングホイールを取外す,

//

日

ステアリング 
ホイール

闩も69
カバ

57 -070

⑶メータバイザ取付タッピングスクリュ（4ケ所）を

外す。

タツビングスクリユ（4ケ所)

50 4 5 〇
3

5 7 -071

(4) メータ取付タッピングスクリュ（4ケ所）を外す。

80
100 120^0

3/9 、4
5 6 7

〇
尸 2

，自」丨 I他

タッピングスクリュ（4ケ所)

F\^^\

(5)スピードメータケーブルを外す。

5 7 -072

(6)コンビネーシヨンメー タを引出す。

コンビメータ

6し 圖

(

以、72
鲁

⑺ハーネスコネクタ（3ヶ所）を外す。

57-073

スピードメータケーブル

\

二 コネクタ

「1る73 5 7 -074

く取付け〉

取外しの逆手順で行うこと

注意

〇

バイザとインストルメントパネルのすきまを均等に 

する。

取付後バッテリー端子を取付け，各計器類，インジ 

ケータ類の作動確認を行う。

0

V ,

構成部品

^2.74 57 -075
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ボデーエレクトリカル-------コンビネーションメータ

，指針を回わし抜きするときは！)側(反時計方向)へは 

絶対に回わさないこと。

-文字版にキズをつけないようウェス等をあてがうこ

と0 ，'-

注意

目盛からずれた場合は指針を最高目盛側へ回わして 

行う。

(3)スピードメータを文字版に取付け後逆手順にケ 

ースへ組立てる。〔交換した場合は整備記録帳に記 

載のこと。〕

7.7圓程度

注）旧品の指針は 
仕様不可

「1も75 5 7-075

[2]タコメータ

く分解〉

(1) ケースからスピードメータ，タコメータを文字 

版ごと外す。

(2) スピードメータを文字版から外す。

く組立〉

-交換用タコメータ（下図）にいままでのスピードメー 

夕を文字版へ取付ける。

タコメータ指針の取外しは絶対しないこと。

補用品は文字版にタコメータ，スピードメータ用指1

針を取付けた八337で供給。

------ 分解^組立

く分解〉

【1〕スピードメータ

(1) ケースからスピードメー タおよびタコメ ータを 

文字版ごと外す。

(2) スピードメータの指針を抜き（ピンセットでは 

さむか回わす）スピードメータボデーを文字版か 

ら外す（スクリュ2ケ）

く組立〉

⑴交換用スピードメータボデーを文字版に取付 

(スクリュ2ヶ）指針を0目盛に合せてボデーのシ 

ャフト部に圧入する。

(2)必ず真上から押し確実に取付ける（圧入高さ7.7 

腿程度）

十 十
<120 X 2

タコメータ

「1咨78

スピードメ ータ用指針 
(旧品は使用不可の為）

N12.3

予備スクリユ
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ボデーエレクトリカル ランプ

〔7〕ランプ 準備品

計器 サーキットテスタ 電圧，普通の点検

部品配置図 

フロントランプ

円2.32 57 -833 「1.2.93 5 7 -835

-リヤランプ

ワーキングランプ ハイマウントストップランプ

ターンシグナル 
ランプ

リフレックス 
リフレクタ

ライセンスランプ

「12.34

ストップ 
Iテールランプ 

マック
ップランプ

リフレックス 
リフレクタ

57 -037 ^6.95 57-031
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ボデーエレクトリカル-------ランプ

ルームランプ

ラゲツジルームランプ，ワーキングランプ

ラケッジルームランプ 
(サンルーフ除く全車）

ワーキングランプ 手動スイッチ

ラケツジルームランプ（サンルーフ付き）

円8.8 3 5 7 -043 ド12.84 5 7 -044
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ボデーエレクトリカル ッドランプ

整備要領⑴ヘッドランプ

バルブ交換

(1)室内より，運転席側の場合には自然ベンチレーシ 

ヨン，助手席側の場合にはプロテクターを取付けて 

いるボルト（ 2ケ所）を外し，自然ベンチレーション 

およびプロテクターを外す。

⑵室内よりハーネスコネクタおよびゴムカバーを取

外す0

ゴムカバー

コネクタ

ド18.85 57 -076

⑶バルブ固定用スプリングを外し，バルブを取出す。

「ち86

籲ハロゲゲン電球は，使用時ランプが高温になるため， 

表面に油脂などが付着するとランプの寿命が短くな 

る。ランプ交換時はフランジ部分を持つようにし， 

手などがガラス部に触れないようにする。

「‘87

く取付け〉

取外しの逆手順で行う

脱着

く取外し〉

⑴室内より，運転席側の場合には自然ベンチレーシ 

ョン，助手席側の場合には，プロテクターを取り付 

けているボルト（2ヶ所）を外し，自然ベンチレーシ 

ョンおよびプロテクターを外す。

5-1

ボルト（2ケ所)

^6.88 5 7 -077

(2)室内よりヘッドランプ本体の取付ボルト（2ケ所) 

を外しハーネスコネクタを分離する。

ボルト

ボルト

「12.89

(3)フロントコンビネーションランプを外し，へ 

ランプ取付ボルトをゆるめ本体を取外す。

5 7 -078

ツ

闩 §.30 取付ボルト 5 7 -073

く取付け〉

取外しの逆手順で行う
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ボデーエレクトリカル------ ^ンフ

光軸調整I

(1) タイヤ空気压を規定値に調整する。

(2) 車両とテスタを水平面に置く。

⑶空車状態（工具，スペアタイヤ積載，フューエルタンク満タン）の車両に運転者1名が乗車する

(4)調整スクリユで下記に示す範囲に調整する。（アッパビームを点灯して調整する。）

1ランプ中心

高照度ゾーン中心 高照度ゾーン

調整値

ド12.31

…(，"出） ㈠(咖1) れ(咖）

丸形ヘッドランプ 994 775 , 70

異形ヘッドランプ 963 805 80

光軸調整スクリ

5 7^071
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ボデーエレクトリカル ランプ

(2)リヤコンビネーシヨンランプ

-バルブ交換

く取外し…トラック〉

1)取付タツビングスクリン（4ケ所）をゆるめて， 

ランプ八557を外す

タツピングスクリユ（4ケ所)

ド12.98 5 7-0抑

2)ハーネスコネクタを外す

くバルブの交換〉

(1)レンズを取外す

⑵バルブをいっぱいに押しながら左へ廻して外す

ターンシグナル 
ランプバルブ

^8.97 5 7-102

く取外し〉

1)取付タツビングスクリン（1ケ所）をゆるめてラ 

ンプ八33丫を取外す.

スクリン（丨ケ所)

闩8.38

2)ハーネスコネクタを外す

5 7,011

コネクタ

57 -082「18.33 

くバルブ交換〉
1) ランプ本体を取外す

2) 裏側のソケットを左へ廻すとソケットがはずれる

3) ソケットの中にあるハVレブをいっぱいに押しなが 

ら左へ廻してバルブを外す

厂12.100 5 7 -083

271



ボデーエレクトリカル ワイパふゥオツシヤ

〔8〕7イパみウォッシャ II準備品
奏

-

計器 スケール ワイパブレード位置の点検

國部品配置図

くフロント〉

くリヤ〉

^8-101

ワイパリング

ワイバモータ

タンク

ウォッシヤノズル
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ボデーエレクトリカル-------ワイパふウオッシャ

〈仕様〉

項 巨 ———〜 -—^ 車 種 トラック バ ン トライ

フ 定 格 電 压 厦 4— 4—

ィ 無負荷時 
特 性

回 転 数
乙〇界 50 土 5 1*5)111 卜 4—

パ

モ

111011 75 土 811501 — 4—

電 1 流 3八以下
‘ ず. -

奢

卜 ル ク
し〇界 120^-001 ^ 11

1 拘束特性 1001^ - 0111 4—

夕 電 流 20八以下 4— 4—
ブ
レ
I
ド

長 さ
運転席
助手席

400111瓜 4—— 4—

タ ン ク 容 上1 1.5必 4— 4—
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ボデーエレクトリガル——ワイパふウォッシャ

國トラブルシューテイング

不具合項目 \
:\

ヒメ
ュ1
1ン 

ズビ
ボュ 
ッ1
クズ
スボ
のッ
ヒク
ユス
)& 

ズ
切
れ

イ
グ

ツ
シ

ン
ス
イ
ツ

チ

フ
イ
パ
ス
イ
ツ

チ

フ
イ 

ノへ0
モ

1
夕
部

ゥ
才
ツ

シ
ヤ
ス
イ
ツ

チ

ク
才
ッ

シ
ヤ
モ

I
夕

間
欠
ユ

ツ
卜

喝 ，鲁き

ウ
才
ッ

シ
ヤ
液
不
足

ノウ
ズオ
ルッ
のシ 
ツヤ 
マチ 
1)ュ

I
ブ
の
折
れ

フ
イ

ノへ〇

ン
グ
の
関
連

ア
1-，

ス
不
良

まワ
たイ
はヤ
端リ
子ン
のグ
接ハ
続1 
不ネ 
良ス 

の
折
衝

フ
〇
ン
卜

リ
ァ

%

フロントワイパが
作動しない.

馨

全てのポジション 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

の時 〇 〇 〇

乙〇またはIIIの時 - - 〇
1攀

籲
# 〇

肘15丁の時 〇
へ- 濛

秦

鲁參

〇

,リヤワイパが作動しない 〇 〇 〇
籲

1. I

〇 〇
雜

スイッチ0只卩時 
；定位置で停止しない

フロントワイパ 〇 〇 〇

リャヮイパ 〇
9

〇

:間欠時間が一定でないまた間欠しない 〇 〇
， 蟑

〇

:ウオッシャと連動してワイパが作動しない -
%0

〇ノ 〇

ウオッシャ液が噴射しないまたは弱い
し

〇 〇 〇 〇 〇
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フロント
ワイパモータ

フロント
ウオッシヤモータ

コンビネーシヨ 
スイッチ

リヤ ~
ワイパ
スイッチ

リヤワイパ 
りレー

V， 24 21 25
〇 令 -0

〇- -0
〇 -0- -0

(^丨 
卿£8

ホデーエレクトリカル ワイパみウォッシャ

ワイノく回

くコンビネーションスイッチ（丨1^丁付）〉

メインヒューズ 

ボックス ヒューズボックス

0 N0 2
---- 〇

イグニシヨン 
スイッチ

⑽〇)
N016

60八 15八

フロントワイパスイツチ

N13

I
(N1
し〇
N1

似5㈠

5

冷
〇

〇

〇

20

〇

附 
關丁

14
15 
13

〇

0-
〇

221

〇

南22
八〇〇
5 3 
5 2
巧

20

23

15
114

17

13 16

ワイパイント 
ユニット
6極白

(1\
一

20 25
X 24
19 23

22

くコンビネーシヨンスイッチ（ 2速）〉

⑷5

し0
N1

心3㈠

2319
〇

2018

〇

〇

〇

八〇〇
15 3 

-5 2 
一5 1.

屢

7^

0.1

)側チツ

V

スビンII
/

1
%夕ク3チツ

スネン
部
黒
 

0

ぎ
極
 

フ
綠
9

スン3シ一ネビン=1

刁

8
 

〇 
3 

I
 

2 
2

22

灰
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ボデーエレクトリカル-------フロントワイパモータ

国整備要領（1)フロントワイパモータ 

——^----------------------------------------------------------------

く取外し〉

(1)ブレードの取外し

ブレードの樹脂クリップ下側のロック爪をおしな 

がら，ブレードをアームの回転軸方向に引いて取外 

す0

「セ.102

⑵アームの取外し

#アームカバーをおこし，取付ナットを外す

アームカバー

ド12.103

(3)グローブボックスおよび，インテークシャッタボ 

ックスを外す

5 7-103

⑷ワイパモータ取付けボルト（3ケ所）を取外す

(5)ワイハ。リンクとモータ結合部のボールジョイント 

を分離する。

5 7-105

ワイハ。リンクを無理にこじって，外すとボールジョ 

イントの抜け防止用ピンを折損するので注意のこと。

(6)ハーネスコネクタを外し，ワイパモータを抜き出

す0

厂!2.107 5 7-106

く取付け〉

，取外しの逆手順で行う

^アーム取付の際はモータ，リンクがオートストップ 

位置にあること。

^ワイパアーム取付の際はブレード先端の最小寸法が 

25土 5腿の範囲にくるようにセットすること。
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ボデーエレクトリカル リヤワイパモータ

(2)リヤワイパモータ

く取外し〉

⑴ブレードの取外し

ブレードの樹脂クリップ下側のロック爪をおしな 

がら，ブレードをアームの回転軸方向に引いて取外 

す。

ド12.108

⑵アームの取外し

アームカバーを外し，取付ナットを外す

3 7-107^8-109

⑶バックドアのトリムを外し，モータ取付ボルト（2

ケ）を外す

「1^110

(4)コネクタを外し，モータを抜き出す
0

闩2.111 8 7-108

く取付け〉

取外しの逆順序で行なう

締付けトルク

モータ回転軸固定ナット 0.1〜0.1811^

ワイパアーム固定ナット 0.45〜0.75岐-111

モータブラケット固定ボルト 0.55〜0.95は-111

參ブレードは，ウエザストリツプから約154111111の位置 

にセツトすること。

-組付け後はシステムが確実に作動することを確認す 

ること。

「12.112
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ボデーエレクトリカル-------フロントふリヤワイパモータ

(3)フロントウオツシャノズル6タンク

一一一脱着---------------------------------------------------------

く取外し〉

(1)ノズルの取外し

① ウオッシャホースの結合部を外す

② フロントパネル裏側の^1旨ナットをゆるめて外

す

⑵タンクの取外し

①助手席側下のキャブフロアにあるウオッシャタン 

ク取付けボルト2個⑽6)を外す

取外しの逆手順で行う

洗浄液の噴射位置を下図の範囲になるようにノズル 

向きを調整する。

(4)リヤウォッシヤノズル6タンク

——脱着---------------------------------------------------------

く取外し〉

(1)タンクの取外し

① ハへソクドアを開けて，左側の注入ロキャップを 

あける。

② トリムを外す。

③ タンク中間ジョイント部でホースを分離する。

④ コネクタ（2？)を外す。

⑤ タンク固定のタッビングスクリュをゆるめて， 

(2個付）タンクを作業穴より抜き出す。

取外しの逆手順で行う

締付トルク
タンク取付 
ボルト，ナツ 卜

0.6土0.15 
岐 -111

⑵ノズルの取外し

① バックドア室内側ノズル作業穴のキャップを㊀ド 

ライバーで外す。

② ノズルの爪をすぼめるようにして取外す

闩氐117

注意

ノズル

洗浄液の噴射位置を下図の範囲になるようにノズル
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ボデーエレクトリカル-------コンビネーションスイッチ

〔9〕コンビネーションスイッチ國準備品

工具 ステアリングホイールプーラ ステアリングホイールの取外し

計器 サーキットテスタ 導通の点検

国部品配置図
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ボデーエレクトリカル コンビネーシヨンスイッチ

国整備要領
—— -̂-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

く取外し〉

(1) ノぐソアリの㊀側ケーブルを外す。

(2) ステアリングロアカバーを取外す。

(3) ステアリングホイールを取外す。

「12.120 5 7 -085

(4)コンビネーションスイッチに接続されているコネ

クタ（4ヶ所)を外す。

「1^.121 5 7-086

⑸ホルダ締付スクリュ（2ヶ所）をゆるめ，コンビネ 

ーシヨンスイッチを取出す。

スクリユ（2ケ所)
闩氐122 57 -087

くワイパスイッチ分解〉

矢印のビスを外し分解する。（ライト側は非分解)

ッピングスクリユ
(3ケ所）

ド12.123 5 7 -088

く取付け〉

取り付けは取外しの逆手順で行う

締付トルク コンビ3がのスクリュ 0.1〜0.15

(1^—111) ステアリングホイールの
ナット

2,2〜2。8

，コラムカバー取付け時はハーネスを狭まないように。 

，確実に引廻してから締込むこと。
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ボデーエレクトリカル リヤウインドウデフォッガ

〔10〕リヤウインドゥ デフオツガ国準備品

計器 サーキットテスタ 電圧，導通の点検

国部品配置図

スイツナ

503ハ印」

「16.124

ド12.125

5 7 -058

熱線

5 7,057
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ボデーエレクトリカル-------リヤウインドウデフオッガ

Iトラブルシューテイング

点検項目

不具合項目 \

メ
1

ン
ヒ
ユ

1
ズ
ボ
ツ

ク
ス
60
八

イ
グ

ツ
シ
3
ン
ス
イ
ツ

チ

ヒ
ュ

1
ズ
ボ
ヅ

ク
ス
N0.
2
15
八

リヤデフオッガ 
スイッチ

リ
ヤ
デ
フ
才
ツ

ガ

線

ア
1

ス
不
良

ネワ
スイ
コヤ
ネリ
クン
タグ
接ハ
藏1
不
良

ス
イ
ツ

チ

イ
ン
ジ
ケ

1
夕

ン
プ

イ
ノレ

に

ネ
1

シ
3

ン

ン
プ

リヤデフォッガが 
作用しない

チャージランプ点灯 〇 〇 〇

インジケータランプ点灯 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

イルミネーシヨンランプ点灯しない 〇 〇 〇 〇 〇 〇

メインヒューズ 
ボックス

イグニシヨン 
スイッチ

ヒューズ 
ボックス
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ボデーエレクトリカル——リヤウインドウデフォッガ

整備要領 

脱着，点検

く脱着〉

(1)矢印部に㊀ドライバをさし込むとロックの 
爪が外れる。
注意

《イザ側に傷をつけないように注意すること 0

(2)コネクタを外す
籲 取付けは取外しの逆手順で行う 〇

219

震 ⑬
5リ3ハ厂《リ

「12.126

く点検〉
#スイッチ

リヤウインドデフォツガスイツチについて
〇况〇ド卩での端子間の導通を点検する。

熱線プリント点検

(1)テスタを電匣レンジにセットする。
⑵リヤデフォッガを作動させて，電源系統を 

チヱックする。

⑶各熱線の断線個所を点検する。
テスタの（十）側----- 熱線の中央に1本づ

テスタの（一）側-
つ接触させる。
ボデーにアースさせる 0|

⑷正常ならば，約6 Vを示す。
⑸断線していれば，12乂または〇乂を示す。
⑹断謝固所を見つけるには，テスタ（十）側で 

熱断線上をスライドさせて行い，針が急に動
たところが断線個所である 〇

リヤデフォッガ 
スイッチ

メータ 
パイロッ

スライド方向

、丨〇スイ，ンチ
卜③

丄

ド12.127
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ボデーエレクトリカル オーデイオ

〔11〕オーデイオ匯準備品

工具41.0〜2.〇父2111 針金（ひも） フロントアンテナコード組付用

圓部品配置図

5 7 -061

ラジオ

1!??111111 〆------------- 丨74 -\

丨套 1 口与ぬ

スピーカグリル スピーカグリル

闩8.128 5 7-014
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ボデーエリクトリカル ラジオ，スピーカ

国整備要領（1)ラジオ

脱着

く取外い

1)パネルを外す

ド12.129

注意

パネル

57-089

インパネに傷を付けないように慎重に外すこと

2)ラジオを取付けている，タッピングスクリュ（4 

本）をゆるめて，フジオ本体を引出し，ハーネスコ 

ネクタ，フィーダ線をラジオ本体から取外す。

ド16.130 

く取付け〉

，取外しの逆手順で行う

5 7 -302

く参考〉

ラジオ脱着は&ラジオについて，行ったが他 

も同様の手順で取外しが可能である。

(2)スピーカ

脱着

く取外し〉

1)スピーカグリルを外す（タッビングスクリ

ヶ所）

ユ

「12.131 57-090

2)スピーカ取付スクリュ（4ケ所）を外す。

ド12.132

3)ハーネスコネクタを外す。

57-091

57-092ド12.133 

く取付け〉

取外しの逆手順で行う。

參スピーカのコーン紙にゴミ，破損等がないことを確 

認し，コーン紙にコード等が触れないようにするこ 

と。
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ボデーエレクトリカル-------アンテナ

(3)アンテナ

—脱着

く取外し〉

1)ラジオ本体を取外し，本体からブラグを外す。

⑵アンテナベース部のスクリユを（2本）ゆるめ，ア讀

ンテナ本体をボデーより外す0

「12.135

286

アンテナ取外しのときはフィーダ線の先端に，ひも等 

を結びつけて外すと，取付けが容易になる。

印38

く取付け〉

取外しの逆手順で行う。



ボデーエレクトリカル------ ホーン

〔12〕ホーン圓準備品

計器 サーキットテスタ 電圧，導通の点検

圓部品配置図
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ボデーエレクトリカル- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -ボーン

国トラブルシューティング

ホーンの音不良

——診断内容------------------------------------------------ -------- 不具合現象---------------------------------------------

9音が小さい

ホーン音 -音がびれる
- #音がわれる

点検手順

^ホーンの音の点検はバッテリーを充電状態で行うため，エンジンを起動状態で行うこと。 

-ロックナットをゆるめた場合は，確実に締付けること。

国整備要領

脱着点検

く取外し〉

⑴リフトアップ5させる

(2) コネクタを外す
(3) ナットをゆるめ，ホーンを取外す

く取付け〉

取外しの逆手順で行う

注意

，ランプ，ハーネス，ボデー等他の部品とホーンが接 

触しないこと。

，ホーン，ハーネスの引廻しにはホーンの振動を吸収 

できる余裕をもたせること。

く点検〉

^2.138
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ボデーエレクトリカル-------シガレットライタ

〔13〕シガレットライタ圓準備品

ェ 具 コンビネーションプライヤ シガライタの締付ナットのゆるめ

計 器 サーキットテスタ 電圧，導通の点検

整備要領

脱着

く取外し〉

⑴バッアリの㊀側ケーブル外す 

(2)ライタのコネクタを引き抜く 

⑶ソケットを左側に45°廻し引き抜く

(4)ナットをコンビネーシヨンプライヤで回してゆる 

め本体を取り出す 

く取付け〉

取外しの逆手順で行う

く点検〉
イグニッシヨン5界を〇Xにして復期時間を点検する

厂 12.139

シガライタ ヒューズボックス メーンヒューズ

1(3スイツチ 
(八00)し

バツテリ

5 7 -800

コンビネーションプライヤ

闩2.140
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ボデーエレクトリカル-------ェキゾースト警報システム

〔14〕ェキゾースト警報システム国準備品

計 器 サーキットテスタ 電圧，導通抵抗値の測定

国部品配置図
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ボデーエレクトリカル ェキゾースト警報システム

整備要領

車上点検

サーモセンサのコネクタを外し，次の条件で端子間 

の抵抗値を測定する。

， 抵抗値
温度 基準値

常 も日
(走行後6時間以上放置後） 1IV[〇以上

市街地走行(平均401011ル）し， 
20分経過後 約25〜701^0

闩も143 5 7 -093

脱着

(1)サーモセンサの取付けナットを外す。（リフトア 
プ作業）

^6-144 5 7 -034

(2)サーモセンサのハーネスのボデー固定用クリッ 
をボデーより外す。（リフトアップ作業）

⑶ボデーハーネス側コネクタを分離し，サーモセン 
サを取外す。

サーモセンサ

「16.145
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